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歩
行
者
と
の
事
故
は
前
年
比

11･

１
％
増
の
１
１
０
件
と

増
加
法
令
違
反
別
で
は
青

切
符
の
罰
則
対
象
で
あ
る

｢

一
時
不
停
止
等｣

や｢

信
号

無
視｣

の
違
反
者
数
が
増
加

し
た

福
岡
県
庁
の
担
当
者

は｢

青
切
符
の
導
入
を
き
っ

か
け
に

自
転
車
の
利
用
マ

ナ
ー
を
良
く
し
て
い
き
た

い｣

と
し
て
い
る


年
齢
別
で
は
、
10
歳
か
ら

19
歳
の
発
生
件
数
が
最
も
多

く
、
10
代
と
20
代
が
全
体
の

約
５
割
を
占
め
た
。
県
内
で

は
、
警
察
官
や
高
校
生
が
協

力
し
て
、
自
転
車
の
安
全
運

転
を
呼
び
掛

け
る
活
動
を

実
施
。
交
通

ル
ー
ル
の
周

知
に
加
え
、

青
切
符
導
入

の
認
知
拡
大

も
図
っ
て
い

る
。

２
０
２
６
年
４
月
１
日
か

ら
、
自
転
車
の
違
反
に
対
し

て
交
通
反
則
通
告
制
度(

青

切
符)

が
適
用
さ
れ
た

写

真
16
歳
以
上
が
対
象
で
違

反
行
為
は
イ
ヤ
ホ
ン
着
用
や

｢

な
が
ら
ス
マ
ホ｣

な
ど
合
計

１
１
３
種
類

福
岡
県
内
の

各
警
察
署
で
は

各
地
域
の

学
生
ら
と
協
力
し

交
通
ル

ー
ル
を
記
し
た
チ
ラ
シ
の
配

布
や
街
頭
活
動
を
通
し
て


新
制
度
を
周
知
し
て
い
る


福
岡
県
の
25
年
の
自
転
車

関
連
事
故
発
生
件
数
は

前

年
比
６･

５
％
減
の
２
６
８

９
件
に
減
少
し
た
一
方
で


歩
道
上
が
一
番
多
か
っ
た
。

高
齢
者
関
連
の
交
通
事
故

の
発
生
件
数
は
、
前
年
比
６

・
１
％
減
の
６
０
２
９
件
と

減
少
し
、
死
者
数
も
同
３
・

９
％
減
の
49
人
に
減
少
し

た
。
し
か
し
、
横
断
禁
止
や

信
号
機
の
な
い
道
路
で
の
事

故
に
よ
る
死
者
数
は
、
前
年

か
ら
８
人
増
の
18
人
と
な
っ

た
。高

齢
者
が
第
１
当
事
者
と

な
る
交
通
事
故
は
、
前
年
比

２
・
８
％
減
の
４
３
７
５
件

と
減
少
し
た
。
一
方
で
、
事

故
要
因
で
は
操
作
不
適
に
よ

る
発
生
件
数
が
増
加
。
ブ
レ

ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間

違
い
は
、
同
29
・
８
％
増
の

１
２
２
件
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
中
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
や
福
岡
県

警
に
よ
る
安
全
運
転
講
習
会

で
は
、
県
内
デ
ィ
ー
ラ
ー
の

協
力
の
も
と
、
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
（
サ
ポ
カ
ー
）
の

乗
車
体
験
を
継
続
的
に
実

施
。
最
新
の
安
全
機
能
を
体

験
で
き
る
場
や
日
頃
の
運
転

を
見
直
す
機
会
を
提
供
し
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
運
転
へ
の
不

安
軽
減
や
正
し
い
理
解
に
つ

な
げ
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
く
。

８
人
で
、
う
ち
４
人
は
着
用

し
て
い
た
場
合
、
被
害
の
軽

減
が
可
能
だ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ

Ａ
Ｆ
）
と
警
察
庁
の
調
査
に

よ
る
と
25
年
の
福
岡
県
の
後

部
座
席
者
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
率
は
全
国
平
均
を
大

き
く
下
回
る
な
ど
、
引
き
続

き
着
用
の
重
要
性
を
啓
発
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
関

連
の
交
通
事
故
の
発
生
件
数

は
、
前
年
比
５
・
２
％
減
の

６
２
１
件
と
な
り
、
２
年
連

続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

死
者
数
は
前
年
か
ら
２
人
減

の
０
人
だ
っ
た
。
負
傷
者
数

は
同
６
・
２
％
減
の
１
６
２

４
人
で
、
２
年
連
続
で
減
少

し
た
。
時
間
帯
別
の
交
通
事

故
の
発
生
件
数
は
、
午
後
４

時
か
ら
６
時
ま
で
の
２
０
７

件
が
最
多
で
、
全
体
の
約
３

割
を
占
め
た
。

歩
行
者
関
連
の
交
通
事
故

の
発
生
件
数
は
、
前
年
比
８

・
８
％
減
の
２
０
９
９
件
と

な
り
、
２
年
ぶ
り
に
減
少
し

た
。
死
者
数
は
同
５
・
０
％

減
の
38
人
と
減
少
し
、
負
傷

者
数
は
同
９
・
７
％
減
の
２

１
３
３
人
と
な
っ
た
。
事
故

が
発
生
し
た
場
所
は
、
横
断

６
８
件
で
、
負
傷
者
数
も
同

６
・
７
％
減
の
２
万
２
０
１

６
人
と
な
り
、
と
も
に
２
年

連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

た
。
死
者
数
も
同
６
・
６
％

減
の
85
人
と
全
体
的
に
交
通

事
故
は
減
少
傾
向
で
推
移
し

た
。状

態
別
死
傷
者
数
で
は
、

死
者
数
の
85
人
中
38
人
が
歩

行
中
だ
っ
た
。
次
に
自
動
車

乗
車
中
の
21
人
が
多
か
っ

た
。
こ
の
う
ち
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
非
着
用
に
よ
る
死
者
数

は
、
前
年
か
ら
２
人
増
加
の

運
動
で
は
「
通
学
路
・
生

活
道
路
に
お
け
る
こ
ど
も
を

始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全

確
保
」
「
『
な
が
ら
ス
マ

ホ
』
の
根
絶
や
歩
行
者
優
先

等
の
安
全
運
転
意
識
の
向

上
」
「
自
転
車
・
特
定
小
型

原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
ル

ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹

底
」
「
飲
酒
運
転
の
撲
滅
」

の
４
つ
を
重
点
項
目
と
し
て

実
施
す
る
。

福
岡
県
の
２
０
２
５
年
の

交
通
事
故
発
生
件
数
は
前
年

比
６
・
０
％
減
の
１
万
７
３

特集

さ
れ
ま
し
た
。
広
報
啓
発
や
交

通
安
全
教
育
に
よ
り
、
制
度
の

内
容
や
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル

の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
交

通
事
故
の
原
因
と
な
る
よ
う
な

悪
質
・
危
険
な
交
通
違
反
に
対

す
る
取
り
締
り
な
ど
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

交
通
事
故
は
、
一
瞬
に
し
て

当
事
者
は
も
と
よ
り
多
く
の
人

の
人
生
を
一
転
さ
せ
、
悲
惨
な

結
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
交
通

事
故
の
な
い
「
安
全
で
安
心
な

福
岡
県
」
の
実
現
に
向
け
、
一

層
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
事
故
の
未

然
防
止
に
向
け
た
徹
底
し
た
取

締
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
に
は
、
飲
酒
運
転

を
見
掛
け
た
際
の
１
１
０
番
通

報
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
月
１
日
に
自
転
車

の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
自
転
車
の
一
定
の
交
通
違
反

に
対
す
る
交
通
反
則
通
告
制

度
、
い
わ
ゆ
る
青
切
符
が
導
入

じ
た
前
年
と
同
数
で
あ
り
、
飲

酒
運
転
の
検
挙
件
数
も
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
現

在
「
春
の
交
通
安
全
県
民
運

動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
警
察
で
は
、
通
学
路
等
に
お

け
る
横
断
歩
行
者
等
妨
害
や
信

号
無
視
な
ど
の
交
差
点
関
連
違

反
の
取
り
締
り
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
県
内
の
交
通

事
故
発
生
件
数
、
死
者
数
は
、

と
も
に
前
年
と
比
べ
て
減
少
し

た
も
の
の
、
85
人
も
の
尊
い
命

が
交
通
事
故
で
失
わ
れ
て
い
る

ほ
か
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
は
６
年
振
り
に
増
加
に
転

自
動
車
業
界
の
皆
さ
ま
方
に

は
、
平
素
か
ら
交
通
安
全
活
動

を
始
め
と
す
る
警
察
活
動
の
各

般
に
わ
た
り
、
深
い
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
対
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し

交
差
点
関
連
取
り
締
ま
り
強
化

は
、
「
通
学
路
・
生
活
道
路
に

お
け
る
こ
ど
も
を
始
め
と
す
る

歩
行
者
の
安
全
確
保
」
「
『
な

が
ら
ス
マ
ホ
』
の
根
絶
や
歩
行

者
優
先
等
の
安
全
運
転
意
識
の

向
上
」
「
自
転
車
・
特
定
小
型

原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
の
理
解
・
遵
守
の
徹
底
」

「
飲
酒
運
転
の
撲
滅
」
を
運
動

の
重
点
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
交
通
事
故
の
な
い
、

そ
し
て
、
飲
酒
運
転
の
な
い

「
安
全
で
安
心
な
福
岡
県
」
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
方

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
せ
ん
。

県
で
は
、
飲
酒
運
転
の
危
険

性
・
悪
質
性
の
理
解
を
深
め
る

広
報
啓
発
や
、
飲
酒
運
転
を
見

か
け
た
際
の
警
察
官
へ
の
通
報

が
県
民
の
義
務
で
あ
る
こ
と
の

周
知
な
ど
、
「
飲
酒
運
転
は
絶

対
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ

な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」

と
い
う
飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い

社
会
づ
く
り
を
強
力
に
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
で

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
物
で

あ
り
、
ま
た
、
近
年
の
自
動
車

の
安
全
性
能
の
向
上
に
よ
る
効

果
も
大
き
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
自
動
車
関
連
業
界
の
皆
さ

ま
の
長
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
に

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

は
、
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
は
６
年
ぶ
り

に
増
加
に
転
じ
た
一
昨
年
と
同

じ
件
数
発
生
し
て
お
り
、
飲
酒

運
転
の
撲
滅
に
は
至
っ
て
お
り

交
通
事
故
発
生
件
数
、
死
者

数
、
負
傷
者
数
は
昨
年
と
比
べ

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
関
係
機
関
・
団
体
の

皆
さ
ま
方
の
継
続
し
た
交
通
安

全
に
対
す
る
取
り
組
み
や
県
民

皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
交

通
安
全
活
動
に
ご
尽
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す


本
県
の
交
通
事
故
情
勢
は
、

飲
酒
運
転
許
さ
な
い
社
会
へ

県内警察署

自
転
車
の
違
反
に
青
切
符

新
制
度
周
知
を
徹
底

福
岡
県
警
察
本
部
交
通
部

井
上
智
之
部
長

２
０
２
６
年
度
の
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
４

月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
福
岡
県
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
た
だ
い
ま
の
笑
顔
で
今
日
も
会
え
ま

す
よ
う
に
」
。
期
間
中
は
、
関
係
機
関
や
団
体
が
、
交

通
事
故
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼

び
掛
け
、
安
心･

安
全
な
交
通
社
会
の
実
現
を
目
指
す


シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
重
要
性
啓
発

福
岡
県
市
町
村･

地
域
振
興
部

宮
崎
正
昭
部
長

(

交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡
県

県
民
運
動
本
部
常
任
委
員)
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交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡

県
県
民
運
動
本
部
に
よ
る

と
、
飲
酒
運
転
で
目
立
つ
の

は
、
「
タ
ク
シ
ー
や
代
行
運

転
が
つ
か
ま
ら
な
か
っ
た
の

で
運
転
し
て
し
ま
っ
た
」

「
寝
た
の
で
ア
ル
コ
ー
ル
が

抜
け
て
い
る
と
思
っ
た
」
と

い
う
供
述
。
酒
を
飲
ん
で
気

が
緩
ん
で
し
ま
う
ド
ラ
イ
バ

ー
が
多
い
傾
向
に
あ
る
と
い

う
。福

岡
市
東
区
の
海
の
中
道

大
橋
で
、
飲
酒
運
転
の
車
に

追
突
さ
れ
た
親
子
連
れ
の
車

が
海
に
転
落
し
幼
い
３
人
の

命
が
奪
わ
れ
た
事
故
か
ら
、

今
年
で
20
年
が
経
過
す
る
。

同
本
部
は
「
悲
惨
な
事
故
の

記
憶
が
薄
れ
、
認
識
が
甘
く

な
っ
て
い
く
こ
と
を
危
惧
し

て
い
る
。
地
域
全
体
で
抑
止

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

飲
酒
運
転
を
決
し
て
許
さ
な

い
福
岡
を
目
指
し
て
、
粘
り

強
く
啓
発
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

察
、
自
動
車
関
連
業
界
が
力

を
合
わ
せ
、
危
険
な
飲
酒
運

転
と
悲
惨
な
事
故
の
撲
滅
を

呼
び
掛
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
。

25
年
の
飲

酒
運
転
の
検

挙
件
数
は
３

０
６
４
件
。

実
効
性
の
あ

る
マ
ナ
ー
向

上
を
図
る
た

め

自
転
車

に
も
罰
則
が

適
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
あ

り

前
年
比

67･

６
％
増

と
な
っ
た


ま
た

26
年

の
検
挙
件
数

(
２
月
末
時

点)
も
前
年

同
期
比
で
増

加
傾
向
に
あ

る
。

死
者
数
は
前
年
比
１
人
増
の

３
人
と
な
っ
た
。
自
転
車
の

飲
酒
運
転
も
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
行
政
、
警

２
０
２
５
年
の
福
岡
県

内
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
事

故
件
数
は
、
前
年
と
変
わ

ら
ず
96
件
と
横
ば
い
で
、

り
や
す
く
自
動
車
事
故
の
危

険
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
、
毎
年
恒
例
の
取
り
組
み

だ
。本

年
度
は
４
２
５
園
に
合

計
４
万
１
４
１
４
部
を
贈

る
。
参
加
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
福

岡
ト
ヨ
タ
、
福
岡
ト
ヨ
ペ
ッ

ト
、
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
博

多
、
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
福

岡
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
福
岡
、

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
北
九
州
、
ネ

ッ
ツ
ト
ヨ
タ
西
日
本
の
７

社
。
本
の
寄
贈
は
全
国
の
ト

ヨ
タ
販
売
店
と
ト
ヨ
タ
自
動

車
が
協
力
し
て
１
９
６
９
年

に
始
め
、
今
年
で
58
回
目
と

な
る
。

絵
本
で
は
、
道
路
へ
の
急

な
飛
び
出
し
の
危
険
性
や
、

車
が
止
ま
っ
た
こ
と
を
確
認

し
て
青
信
号
を
渡
る
こ
と
な

ど
を
伝
え
て
い
る
。
保
護
者

向
け
に
、
新
入
学
児
童
の
事

故
の
多
さ
な
ど
の
デ
ー
タ
を

紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、

親
子
で
学
べ
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

絵
本
「
は
じ
め
て
の

い
ち

ご
が
り
」
を
、
県
内
の
幼
稚

園
や
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

園
に
贈
る
＝
写
真
。
絵
本
を

使
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
分
か

福
岡
県
内
の
ト
ヨ
タ
販
売

店
グ
ル
ー
プ
７
社
は
春
の
交

通
安
全
運
動
に
呼
応
し
、

「
幼
児
の
飛
び
出
し
事
故
防

止
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た

行
為
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

同
教
室
で
は
、
若
松
警
察

署
の
警
察
官
と
北
九
州
交
通

公
園
（
北
九
州
市
小
倉
北

区
）
の
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
を

務
め
、
交
通
安
全
の
意
識
向

上
を
図
っ
た
。
座
学
で
は
、

運
転
時
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
の
必
要
性
や
標
識
に

加
え
、
青
切
符
の
罰
則
対
象

行
為
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
し
た
。
続
い
て
、
実

技
で
は
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
使
用
し
な
が
ら
、
危

険
箇
所
や
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
を
確
認
し
た
。
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
交
通

安
全
意
識
が
高
ま
っ
た
」

「
自
転
車
の
法
令
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。
職
場
に
持
ち
帰
っ
て
、

外
国
人
職
員
に
説
明
し
た

い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

内
で
働
く
外
国
人
や
就
労
担

当
者
ら
約
30
人
が
参
加
。
４

月
１
日
か
ら
の
自
転
車
「
青

切
符
」
の
導
入
を
踏
ま
え
、

日
本
の
交
通
ル
ー
ル
や
違
反

北
九
州
市
若
松
区
の
若
松

警
察
署
と
若
松
区
役
所
は
、

北
九
州
市
内
で
「
外
国
人
向

け
自
転
車
交
通
安
全
教
室
」

を
開
催
し
た
＝
写
真
。
同
区

自
転
車
の
乗
り
方
指
導

若
松
警
察
署

と

区

役

所

外
国
人
向
け
安
全
教
室

検挙件数は前年比増加傾向

地
域
全
体
で
の
抑
止
が
重
要
に

自動車事故や飛び出しの危険を知って

(27) 2 0 2 6年(令和8年)4月9日号
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